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（５） 文化・教育分科会（文化グループ） 

 
 
 

 

将来かわごえ像(3) 提言施策(9) 事　　　　　　業(42)

①既存施設の再整備事業（重要）
②専門ホールの新設事業（重要）
③多目的ホールの整備、拡充（重要）

②国際交流推進のための人材養成事業
③外国籍市職員の採用増加施策
④国際交流支援事業（重要）

①生涯学習推進体制の整備・充実（重要）
②情報ネットワークの基盤整備（重要）

④シティカレッジの基本計画づくり

①コミュニティーの推進
②コミュニティーの活動体系の整備
③コミュニティー活動の活性化と支援
④地域づくりの自主的参加活動の支援
⑤コミュニティー施設の建設と整備充実

④川越を代表する作家の個人美術館設置
事業

①市民による文化施設の管理・運営の促進
（重要）

②誰もが一生を通じて学習機
会を持ち、社会の一員として生
きがいのある心豊かな生活が
できるまち

①チューターボランティアネットワーク（重要）

①文化施設：既存施設の再整備と
新設及びその運営について

①地域の伝統を受け継ぎ、市
民が自ら新しい文化を創造・発
信するまち

②市民レベルでの地域運営推進、
支援

②市民による文化活動プログラムの作成、
運営（重要）
③市民による「まちづくり専門家集団」の組
織化（重要）
④都市計画案の作成段階における市民参
加規定の充実と、都市計画の決定手続きに
おける市民参加規定の充実（重要）

②生涯にわたるスポーツ・レクリ
エーションの盛んな地域づくりの整
備と推進（重要）

③ふれあいと活力に満ちた地域づく
りの推進（重要）

③生涯学習関連施設の整備・拡充（重要）

①生涯学習推進体制の整備・充実
および生涯にわたる学習機会の充
実（重要）

③外国籍市民への情報提供及び、
生活支援（重要）

②図書館における外国語書籍の増加施策

④スポーツ・レクリエーション施設の建設及
び整備の充実（重要）

③スポーツ・レクリエーションの振興（重要）

②スポーツ・レクリエーションの整備（重要）

④国際交流推進事業の継続と事業
内容の充実（重要）

①芸術文化活動を通じての国際交流事業
（重要）

①健康維持の促進と体力増強の推進（重
要）

 

【分科会として扱った主なテーマ】 

生涯学習、学校教育、市民文化、国際交流、スポーツ 
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①幼児教育支援事業（重要）
②異年齢集団の育成

④多様な居場所づくり
⑤安全対策（重要）
⑥自然環境の整備・保全

①学校施設の地域での活用（重要）
②地域人材の活用（重要）
③奨学金制度の充実

⑤学力向上に寄与する図書館
⑥学校給食の見直し
⑦市立大学構想の充実
⑧教育研究所への市民参画
⑨ゆとり教育の見直し

③支え合い安心して子育て・教
育のできるまち

①子供の教育支援を行える地域環
境の整備

③２１世紀型寺子屋式学習塾構想支援事業

②学校教育の充実・教育環境の整
備

④中学校区域の自由化及び中高一貫教育
の推進
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文化・教育分科会（文化グループ）  

① 総論提言シート 「地域の伝統を受け継ぎ、市民が自ら新しい文化を創

造・発信するまち」 

 

(1)将来かわごえ像
地域の伝統を受け継ぎ、市民が自ら新しい文化を創造・

発信するまち 

理由 

社会環境の変化や地域での活動施設の整備などにより、余暇時間を自分の

生き方の模索や自己実現に向けて活用できる機会が増大してきている。一方、

価値観の多様化、情報化、国際化、環境問題などに対応できる新たな地域の

連帯が求められている。 

このような社会構造のパラダイムシフトを背景に、自立的な市民層の台頭

が見て取れる。しかしながら、市民自らが、まちづくりや対市民公益サービ

スの提供など地域ガバナンスの一端を担う状況は、わずかである。 

「地方分権」と言う言葉の持つ心地良さはあるが、市民の自発的な相互扶

助的社会意識や協調的なコミュニティー意識の存在がなく、財政的な理由で、

一方的に公益的サービスを、市民の意向に関係なく民間にアウトソーシング

することは、過去の政治と市場の失敗を繰り返すだけのこととなる。 

川越には豊かな自然環境と歴史に培われた伝統的な文化がある。そうした

地域の伝統文化や風土を受け継ぎながら、新しい文化の創出と発信を目指し、

市民が自ら考え行動する「まち」の実現が求められている。 

市民自らが、持続可能な地域社会の確立を目指し、コストをかけない「ま

ち」の運営に取り組むことは、希薄化傾向にあるコミュニティーの回復なく

しては実現不可能である。文化に対する学習機会の創出や、文化活動が活発

に行われることは、文化がコミュニケーションの媒体として機能し、希薄化

傾向にあるコミュニティーの回復・再生を目指す上でも有効である。 

さらに、そのような自立的な市民や地域のまちづくり協議会が発足し都市

計画案の提案ができるように支援が受けられたり、策定・決定手続きにおい

ても市民参加が得られるよう条例により規定することが求められている。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

① 伝統文化を大事にしている。 

・伝統的建造物群保存地区の都市計画決定し、国の重要伝統的建造物群

保存地区の選定を受けた。 

・国指定史跡・河越館跡の史跡公園としての整備着手 

・川越祭りなどの伝統ある祭りや、行事、伝承芸能などを保存している。 
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 ②  市民の文化活動支援の場の整備がされつつある。 

・美術館の新設 

・市民会館、やまぶき会館、西文化会館、南文化会館などの整備 

・東部、北部、大東地区における、地域ふれあいセンター構想 

・国際交流センターを設けるなど、国外の友好都市、姉妹都市との交流

が行われている。 

③ 行政と市民グループとの協働の場がある。 

④ 豊かな自然に恵まれている。 

 

×悪い所 

① 施策立案、策定、計画決定などのプロセスにおいて、市民との協働が

十分であるとは言えない。何を行うかではなく、どうやって行うかが問

題であり、そのプロセスの様々な場面に市民が関わって行くことが重要

である。第２次川越市総合計画・後期基本計画においても、「市民と行政

とが、協働するまちを目指す」と言われてはいるものの、市民の参画が

担保されていない。 

② 伝統的建造物群保存地区の区域拡大について速やかではない。 

③ 民有地にある史跡調査が不十分である。 

④ 現状施設の設備的不備。 

⑤ 施設利用の不公平感がある。 

⑥ 情報の公開、共有において十分であるとは言えない。 

⑦ ユビキタスな情報拠点がない。 

⑧  行政が主催する文化活動において、活動状況などの事後報告が十分で

あるとは言えない。広報活動において、情報が一方通行である。 

⑨ 都市部と農村部との連携が不十分である。 

⑩ 全市的には、自然に恵まれていると言えるが、都市部の緑地が少なく、

街に潤いが感じられない。 

⑪  国際交流事業の情報公開と市民レベルでの交流事業への支援不足が感

じられる。 

⑫  川越市は入間地区の中核であるので、広域的なグランドデザインを考

える「地域デザインセンター」があってもいいのではないだろうか。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

① 文化施設：既存施設の再整備と新設及びその運営について 

② 市民レベルでの地域運営推進、支援 

③ 外国籍市民への情報提供及び生活支援事業（重要） 

④ 国際交流推進事業の継続と事業内容の充実（重要） 
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＜キーワード＞ 

アフォーダンスの良いまちづくり  

ユビキタス  

ＩＴの活用  

ユニバーサル・デザイン  

パラダイムシフト  

ソーシャル・ガバナンス  

持続可能な地域社会づくりを目指した取り組み  

コミュニティーの回復   

地域のネットワーク  

文化財的な建築や人材など、まちの資産の有意義な活用  

都市と農村の連携と共存  

ボランティア・NPO・NGO などの果たす役割  

コストをかけない「まち」の運営  

民・学・官の協働  

市民参加のまちづくり条例  
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I 各論提言シート 

提   言  

施策名  

① 文化施設：既存施設の再整備と

新設及びその運営について  
分科会名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

社会環境や生活環境の変化、価値観の多様化等により、既存施

設の設備内容や規模は、市民が行いたい文化活動や、より質の高

い芸術文化を享受したい環境としては不十分である。  

誰もが、いつでも、どこでも楽しめる機会が持てるハードとソ

フト両面での環境整備が必要。  

現   状  

市民の文化活動への欲求は年々高まりを見せているが、それに

伴う既存施設は、施設数も少なく、施設の老朽化や設備内容の不

備が目立ち、十分な活動をサポート出来ているとは言いにくい。

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 
既存施設の再整備

事業（重要）  

様々な規模の既存施設の見直しを行い、地

域における市民の文化活動を支援できるも

のから、様々な質の高い芸術文化が享受でき

る施設まで、幅広い施設の整備を行う。  

現在、文化施設となっている施設だけでな

く、未利用の蔵や空き店舗を市が借り上げて

整備し、「文化活動拠点」として街中に点在

させる。（市、市民、企業）  

短期

2 
専門ホールの新設

事業（重要）  

様々な音楽や舞台芸術など、より質の高い

芸術文化を提供できる施設の新設に向け、広

域都市圏の各市町とお互いに連携・協力し、

ひとつの都市圏としての発展を目指しなが

ら、協議、調査を行う。（市、市民、企業）

短期

中期

3 
多目的ホールの整

備、拡充（重要）  

市民の多様な文化活動を支援するため、用

途を限定しない多目的ホールの整備と、多様

な用途に対応できる付属設備を充実させる。

（市、市民）  

中期

 

4 

川越を代表する作

家の個人美術館設

置事業  

市立美術館に収蔵されている川越ゆかり

の作家の個人美術館を未利用の蔵や空き店

舗を市が借り上げて整備し、街中に点在さ

せ、「まち」を散策、回遊するルートを創る。

中期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策名  

② 市民レベルでの地域運営推進、

支援  
分科会名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

地方分権の流れのなか、市民と行政が一体となり、地域の個性

や主体性を発揮しつつ、市民の選択と責任の下で、地域を運営す

ることが求められている。  

現   状  

多様化する市民ニーズに、行政だけでは制度的に対応しにくい

ものがある。市民と行政が一体となり、多様化する市民の意識を

的確に把握し市民の活力を活かす工夫が求められている。  

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 

市民による文化施

設の管理・運営の促

進（重要）  

より身近で、きめ細かい文化施設の管理・

運営を目指し、ボランティア的な関わり方で

市民自らが管理・運営に携わることが出来る

ように市民のスキルアップを図る。  

また、文化施設利用の情報ネットワークを

構築し、関連情報を速やかに広く提供すると

共に、だれでも、どこでも、いつでも、それ

らの情報を得られる拠点の整備を行う。（市、

市民、民間団体、企業）  

短期

2 

市民による文化活

動プログラムの作

成、運営（重要）  

「まち」に元気を与える芸術文化とスポー

ツは、子どもの頃からそれらに接する環境に

あることが重要である。  

文化活動や地域スポーツの振興にあたっ

ている市民や市民団体と連携し、日常的に自

ら学べる機会を創出すると共に、より質の高

い芸術文化やスポーツに触れることができ

る機会を創出し、運営する。（市、市民、市

民団体）  

中期
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3 

市民による「まちづ

くり専門家集団」の

組織化（重要）  

「まちづくり」には、様々な分野の専門的

な知識と経験が必要とされる。  

国際化もふまえ、多様な市民のニーズに対

応し、調整を図りながら、より良いまちづく

りの実現に向け、行政のまちづくり関連部門

と横断的に連携しながら、市民の目線で活動

できる組織づくりを図る。（市、市民、市民

団体）  

短期

中期

4 

都市計画案の作成

段階における市民

参 加 規 定 の 充 実

と、都市計画の決

定手続きにおける

市民参加規定の充

実（重要）  

市民との協働により、まちづくり条例を

定め、市民による都市計画提案の支援、市

民参加による都市計画策定、決定手続きを

定める。  

提案できる組織として、景観条例に定める

もの以外にも、「まちづくり協議会」などを

指定し、支援する。都市計画決定手続きにお

いては、今回の「市民会議」を発展させ、（仮

称）「市民ネット」のようなネットワーク型

組織を立ち上げ、まちづくり条例の適正な執

行を目指す。（市、市民、市民団体）  

短期
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III 各論提言シート 

提   言  

施策名  

③ 外国籍市民への情報提供及び生

活支援事業（重要）  
分科会名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

現在、国際化は、市民生活や地域社会にとって身近にかかわり

のあるものとなって来た。今後さらに、相互理解を深め、地球市

民として共生意識を共有して行く事を目指すべきである。  

現   状  

地域社会の国際化が進み、外国籍市民が地域社会と密接に関わ

ることが多くなった現在、外国籍市民にとって、必ずしも近隣住

民とのコミュニケーションがうまく図られているとは言い難い状

況がある。  

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 

チューターボラン

ティアネットワー

ク（重要）  

外国籍市民の国籍は、中国、ブラジル、韓

国、朝鮮を中心に約６０か国と広範囲にわた

っている。より広くチューターボランティア

を組織化し、外国籍市民へのサービスの向上

に努める。（市、市民、市民団体）  

短期

2 
図書館における外国

語書籍の増加施策 

公共図書館における外国語書籍の充実事

業。多言語化事業。（市）  
短期
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IV 各論提言シート 

提   言  

施策名  

④ 国際交流推進事業の継続と事業

内容の充実  
分科会名  

文化・教育分科会 

（文化グループ） 

理   由  

国際化が進む地域社会に対応するため、国際感覚をやしない、

多様性を認め合える社会を目指し、国際性のある人づくり、まち

づくりを日常的なレベルで、積極的に行う。  

現   状  

地域社会の国際化が進んでいるとは言いながら、地域によって

様々な状況があることは、知られていない。また、一人一人の国

際感覚に温度差が生じていることは、否めない。  

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 

芸術文化活動を通

じての国際交流事

業（重要）  

芸術文化を通じ、感動を共有することで、

国際感覚を養い、相互理解を深めるため、ア

ーチストインレジデンス事業を行う。（市、

市民、市民団体）  

短期

2 
国際交流推進のた

めの人材養成事業  

海外の姉妹都市と市民や教職員および市

職員の交換留学制度を設け、市民や職員の国

際感覚を養う。（市、市民）  

短期

中期

3 
外国籍市職員の採

用増加施策  

社会環境の変化により国際化が進んでい

る現状を踏まえ、国際意識を高める必要に迫

られている。外国籍職員の採用増加により、

相互理解を推進する。  

短期

4 
国際交流支援事業

（重要）  

国際交流事業の一環として、ＮＰＯ、ＮＧＯ

的な性格を持った活動グループに対する支

援を行う。  

短期
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文化・教育分科会（生涯学習グループ） 

② 総論提言シート 「誰もが一生を通じて学習機会を持ち、社会の一員と

して生きがいのある心豊かな生活ができるまち」 

 

(1)将来かわごえ像
誰もが一生を通じて学習機会を持ち、社会の一員として

生きがいのある心豊かな生活ができるまち 

理由 

生涯学習の考え方は、幼児期から高齢期まで一貫とするものである。現状

では高齢者を対象とした生涯学習の取り組みと参加は高まりつつある。一方、

それ以外の年齢層に対する取り組みと参加は少ない。子供の頃から多くのこ

とに興味と体験の機会を持たせて生きがい形成を進めるべきである。 

趣味や文化を学ぶと共に、個人の資質の向上を図り、一市民として社会に

果たさなければならない知識を学ぶための環境整備が重要となっている。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

・ 行政が主導となって生涯学習事業を企画するだけではなく、「ふるさと塾」

のような市民自らが講座を企画運営するという気運も高まりつつある。 

・ 地域においては、個人または小規模な人々の交流の中から、さまざまな

学習活動が生まれている。 

・ 歴史や文化を醸し出す、蔵の町並みや郷土芸能など、歴史文化的に価値

のあるものが身近なところにあるため、子供の頃から歴史文化に触れら

れる環境が備わっている。 

・ 市民は生涯学習に興味を示し、学習の場への参加意識が高まっていると

同時に、そのための数多くの様々な講座や研修会が開催され、特に高齢

者（女性）の参加意識が高く、自らの生きがいづくりにつながっている。

更にそれらに対する参加意識も高まってきている。 

・ 生涯学習施設の運営には、担当職員が多くの施設利用者を確保するため、

利用者との相談会等を行い、ソフト面を重視したふれあい館を導き出し

ている。 

 

×悪い所 

・ 川越に限らず、世代を超えた交流が不足している。 

・ 個人的な生活様式が定着しているため、集団的な活動が衰退しつつある。 

・ 平成１５年度の市の施設事業を県平均および他市と比較した結果、コミ

ュニティー施設とスポーツ施設（生涯学習の場）は標準値以下である。
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このことは地域人間形成をより一層衰退させる要因となっている。 

・ 市は生涯学習事業が地域を根源とした人づくりに重要な事業であるこ

との認識を欠いている。このことが施設づくりを大きく後退させている。

また、各地域においては学習を学ぶ施設が貧困であり、また、多種の学

習等の日程が重なり、十分な施設利用が図れていない。 

・ 若年層や子育てをしている親達は、それぞれ目的を持った学習に多忙な

ため、地域の集団的学習活動に参加することが希薄となっている。 

・ 市で開催する講座等は一般教養や趣味の範ちゅうに属するものが多い。

また、初級程度のものが多く、学習の継続や発展につながる系統付けた

講座が少ない。 

・ 学習の成果を発表する場や、それを活用する機会が地域で積極的に行わ

れていない。また活用させる仕組みや体制づくりが不十分である。 

・ 学習に関する事業については、各事業ごとに窓口が異なっており、生涯

学習事業全体の位置付けや役割等の検討が行われていない。このことは

情報提供が不透明になり、円滑な情報提供が図られていないことで、現

状を重要視した施策事業とはなっていない。 

・ 世代や性別を問わず体力の減退は進み、かつ運動能力も低下の一途をた

どり、市民の健康を脅かす状況となっている。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

①  生涯学習推進体制の整備・充実および生涯にわたる学習機会の充実

（重要） 

② 生涯にわたるスポーツ・レクリエーションの盛んな地域づくりの整備

と推進（重要） 

③ ふれあいと活力に満ちた地域づくりの推進（重要） 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策名  

① 生涯学習推進体制の整備・拡充お

よび生涯にわたる学習機会の充実

（重要） 

分科会名 
文化・教育分科会 

（生涯学習グループ）

理   由  

近年、生活様式や一人ひとりの価値観の多様化により、家庭や

地域での生活環境は、それぞれの生活様式も独立型生活様式に大

きく移行している。  

市民が豊かな社会生活を営むには、幼児から高齢者が、一生を

通じて学習を得、社会の一員としての教養や資質を高め、共存・

共栄の芽生えた協働参加・参画のある生涯学習の推進を図り、生

きがい豊かなそして活気ある生涯学習を推進する体制づくりが必

要である。  

現   状  

各種の講座講習は充実しつつあるが、まだ趣味や文化に偏りす

ぎており、小規模の活動で推移している。誰しも学習の主旨を認

識できない状況の中で活動し、内容もパターン化されたものが多

く、社会的問題を取り上げた講座講習は少ない。  

一方で集団の場で誰もが学び、日々の生きがいとしたい人も大

勢存在しているが、それらの人々が交流する場やふれあいの場、

指導する場の施設が不足している。それによって参加を得る機会

を欠いている。  

更に地域間や世代間で学習の機会の均等も図られていない。ま

た社会の情報の高度化により、多岐にわたる情報サービスの敏速

化が求められている。  

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

情報技術の学習推進、各種コンピューター

の定期講習会、地域情報指導者の養成（市、

市民）、人材バンクへの登録と情報提供（市、

市民、民間団体）、活動できる場所の登録と

情報提供（市、企業）、人材の育成（市、市

民、民間団体）  

短期

1 
生涯学習推進体制

の整備・充実（重要） 

総合窓口の設置と活用、人材バンク登録者

の出張定期派遣、特殊専門家の派遣整備、普

及指導者の地域配置整備、出張指導者の派遣

地の整備（市）  

中期



 141

 

2 
情報ネットワーク

の基盤整備（重要） 

施設の予約・情報のオンライン化、行政情

報サービス中核管理機能の整備、行政情報貸

出プログラムの整備、行政・学校・地域との

ネットワークの基盤整備 （市）  

中期

既存施設の見直し事業、防音工事等の補修

事業、市民による委託管理の推進、公共施設

の一元管理と利用料の低額設定の推進、地域

学校開放教室の新設、既成自治集会所の改善

整備、民間施設の活用助成、既成公共施設の

利用種目見直し事業、学校施設の開放時間帯

の拡大、学校休業日の特殊教室の開放、民間

施設の活用、公共施設の貸出見直し事業（市、

市民、企業）  

短期

3 
生涯学習関連施設

の整備・拡充（重要） 

生涯学習センターの建設、既存施設への生

涯学習フロアーの設置、地域型図書館の新

設、地域公民館の整備（市、企業）  

長期

4 
シティカレッジの

基本計画づくり  

基本実施計画づくり、勉強の場の推進、生

涯教育・生涯学習の拠点づくりの促進、学習

アドバイザーの育成指導（市） <継続事業 > 

短期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策名  

② 生涯にわたるスポーツ・レクリ

エーションの盛んな地域づくりの

整備と推進（重要）  

分科会名 
文化・教育分科会 

（生涯学習グループ）

理   由  

市民の誰もが、心身共に豊かな生活を迎えるためには、生涯ス

ポーツ・レクリエーションを通じて、「健康・生きがい・仲間」づ

くりの促進を図ることが大切である。  

それには身近な場所で、いつでも、どこでも、いつまでも、気

軽にスポーツ・レクリエーションに親しむ場が持てることであり、

地域の整備と推進が重要である。  

現   状  

物の豊かさを迎えている中で、人々の価値観や行動は多岐多様

となり、スポーツに取り組む姿勢は集団から個人に移行している。

また、身近な場所で大勢の人々が集まりスポーツ・レクリエーシ

ョンを楽しむ施設整備も遅滞している。  

楽しみながら体を動かし運動する機会の充実により、体力や運

動能力の増進・維持を図ることが必要である。  

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 

健康維持の促進と

体力増進の推進（重

要）  

スポーツフェスタ開設（市、企業）、地域

スポーツ案内ニュースの発行（市）、再・体

力テストの推進（市）、再・地域（自治会）

単位の体操運動の促進（市民、市）、健康ス

ポーツ教室（展示コーナー）開設と促進（市、

企業）、健康スポーツ出張教室の推進（市）、

地域体育協力員の向上と活用の充実（市、市

民）  

短期

近隣スポーツレクリエーションの施設支

援（市、市民）、地域（自治会）単位毎の屋

外公園の整備（市）、民間スポーツレクリエ

ーション施設の活用支援（市）  

中期  

2 

スポーツ・レクリ

エーションの整備

（重要）  
スポーツ遊戯施設の建設計画（市、企業）、

「水と緑と遊びのロード入間川」の整備計画

（市、企業）  長期
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スポーツ振興実施計画の策定（市、市民）、

スポーツ情報提供サービスの充実（市、市

民）、ニュースポーツの普及と指導の充実

（市）スポーツ種目の講座講習会の推進（市、

市民、企業）  

短期

スポーツリーダー養成の推進（市、市民組

織）、市民スポーツ大会開催の拡充（市、市民）
短期

中期

3 

スポーツ・レクリ

エーションの振興

（重要）  

スポーツ指導者の育成と指導の充実（市）、

体育協会の強化とレクリエーション協会の

独立の推進（市、市民組織）  
中期

学校開放の施設整備の改善（市）〔実施時

期は短期〕  

水上公園（温水プールへの）改善事業促進

（市）、地域毎スポーツ公園の設置（市）〔実

施時期は長期も含む〕  

中期

4 

スポーツ・レクリエ

ーション施設の建

設及び整備の充実

（重要）  
地域毎スポーツセンターの建設計画（市）、

スポーツ学習センターの建設（市、企業）、

民間スポーツセンター活用計画（市）、入間

川ウォーター野外スポーツ公園新設（市、県、

企業）  

長期
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III 各論提言シート 

提   言  

施策名  

③ ふれあいと活力に満ちた地域づ

くりの推進（重要）  
分科会名 

文化・教育分科会 

（生涯学習グループ）

理   由  

物の豊かさは、一人ひとりの生活様式を大きく変貌させている。

また核家族化の進行により地域とのつながりが希薄になってい

る。それは、人間形成を大きく変え、人間本来の共存・共栄とい

う地域社会の生活の本質をも失う営みとなっている。  

魅力あるまちを形成するには、地域づくりが根源であり、地域

で生活を営む一人ひとりが共に助け合い・ふれあい・憩うことが

人々の活力を導きだせるのである。  

現   状  

市民の「豊かなまちに住み続けたい」という欲求を満たすには

程遠いまちとなっている。かつて見られた「向こう三軒両隣の家

族的付き合い、また井戸端会議等」の共存・共栄の助け合いやふ

れあいという人間形成の基盤そのものが失われていると思われ

る。  

現在、人々のふれあいや人間形成の重要性を再生させるための

取り組みは見られるが、市民一人ひとりの真の参加・参画となっ

ていない。  
具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 
コミュニティーの

推進  

学校・地域・家庭の合同イベント企画促進、

異世代間・異年齢間の交流、地域での子供の

居場所づくり、三位（学校・地域・家庭）の

交流促進、安心して子育て出来る環境整備、

地域での親子教室の推進、国際性の人・街づ

くりと異文化交流促進、在住外国人との交流

イベントの推進、地元留学生と子供達のふれ

あい学級、留学生と中高生との共同研究  

（市、市民、学校、民間団体）  

短期
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2 
コミュニティーの

活動体系の整備  

総合行政情報システムの確立、職人奉仕者

バンクの整備、コミュニティー活動の地域別

実態調査、地域コミュニティー活動のホーム

ページづくり、地域コミュニティー普及指導

者の育成整備、出張ボランティアの設立、地

域コミュニティー活動のネットワークづく

り、意識啓発活動指導者の配備、自主的活動

の支援形態づくり、情報技術の整備と運用の

確立 （市、市民）  

短期

3 
コミュニティー活

動の活性化と支援  

子供と大人のふれあい事業、地域交流学習

の推進、専門職奉仕者や地元ボランティアに

よる学校体験科目への編入と養成、街・地域

ぐるみの交流イベントの推進、各地域のまつ

りや運動会への支援と促進、全市民参加の運

動会や球技大会の推進、地域リーダーの養

成、子供の頃からのリーダー養成の環境整

備、地域毎種目別指導者の名簿整備、自主的

活動の支援事業、専門的な伝統文化を継承す

るための定期的な学習活動の普及、発表の場

としての市民文化祭や地域文化祭の開催と

支援 （市、市民、学校、民間団体）  

短期

4 
地域づくりの自主

的参加活動の支援  

地域ふれあい促進事業の支援活動、まちづ

くりの参画の地区計画の促進、地域の目玉創

作キャンペーンの推進、地域集団行事の支援

活動、文化関係者等の登録制度の促進、地域

活動ボランティアの育成支援（市、市民、民

間団体）  

短期
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地域多目的ホールの建設及び施設整備、既

存施設の活用方法の整備、既存施設の改善改

修促進、地域コミュニティー施設の代替施設

づくり、民間ビルや空き家、空き地の借用促

進、民間コミュニティー施設の借用促進、民

間コミュニティー施設の利用助成の促進、民

間居住ビル建設時の行政負担の公共事業付

随促進事業、既存公共施設位置コミュニティ

ー施設の増設（市、企業）  

短期

長期

5 
コミュニティー施設

の建設と整備充実 

生活道の改善整備及びコミュニティー建

設計画、狭小道路の一部ポケットパーク化、

狭小道路にポケットパーク街路樹の設置、民

間ビル建設時に出入り口廻りに広場の設置

の促進、空き地・空き家の率先購入促進、遊

歩道（コミュニティー道路）の促進（散歩道

計画）、狭小道路隅切り事業の促進、自治会

毎の公園確保、民間休耕地の仮農園推進事

業、大規模遊園地建設計画、川越市こども動

物園建設計画、コミュニティー会場の建設計

画（市、企業）  

長期
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文化・教育分科会（学校教育グループ） 

③ 総論提言シート 「支え合い安心して子育て・教育のできるまち」 

 

(1)将来かわごえ像 支え合い安心して子育て・教育のできるまち 

理由 

 近年、少子化・核家族化はさらに進み、共働きの家庭は増加し、地域との

関係はますます希薄になっている。 

 人間形成の基本的段階である幼児・低学年の教育こそ最重要課題であると

考える。地域で子育てをするという基本理念のもと、近隣の住民が共に支え

合い安心して子育て・教育のできるまちこそ、これからの自治体に求められ

るまちづくりの姿であると考える。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

・いろんな施策をやろうとする姿勢には一定の評価する。 

 

×悪い所 

・縦割り行政の伴う、関連部署との連携が十分に図られていない。 

・施策の優先順位にも問題がある。もっと教育的視点が必要である。 

・子育てが福祉の色合いに染まりすぎている。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

① 子供の教育支援を行える地域環境の整備 

② 学校教育の充実・教育環境の整備 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策名  

① 子供の教育支援を行える地域環

境の整備  
分科会名 

文化・教育分科会 

（学校教育グループ）

理   由  

少子化等の諸課題を抱える現在の社会状況を考える時、まちづ

くりには、安心して子育てができる環境の整備が、緊急で重要な

政策である。  

人間形成の基本的段階である幼児教育こそ最重要課題であると

考える。希薄になっている地域との係わりを深め、地域で子育て

を支える環境の整備こそ喫緊の課題であると考える。  

＊  ここで言う地域とは自治会規模の近隣をさす。  

現   状  

現状では、地域で支え合い幼児教育・子育てをしていくための

施策は方針だけにとどまっている。  

ハード面・ソフト面共に不十分であり、具体的な整備・支援が

必要である。  

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 
幼児教育支援事業

（重要）  

・ 子育て支援サポーター制度 

＊自治会規模での対応を図り、子育て相談

員(子育て経験者)等を置く 

・ 子育てひろばの設置（屋内外） 

＊自治会館や空き教室を利用 

＊わんぱく広場的な公園の整備 

・保育園入園待機児の即時解消を図る 

・ 育児研修事業 

＊ 新米パパ・ママや中高生が対象  

・ 幼保一元化（一体化）の早期実現 

・ 幼保小の連携促進 

＊ 子供に関する情報の共有化を図る 

・一時預かり保育の充実   （市/市民） 

短期

2 異年齢集団の育成  ・学童保育室を地域に開放する  （市）  短期
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3 

２１世紀型寺子屋

式学習塾構想支援

事業  

・ 小学生を対象とし、基礎学力（読み・書

き・計算）習得を目的とする  

・ 塾は自治会単位で組織し、中高齢者の地

域人材を講師として活用する  

・ 日本の伝統文化を次世代に伝え、人間的  

成長を手助けする講座も進める  

・ 事業展開は、市の支援を得てＮＰＯ主体  

の展開が望ましい  （市 /市民 /ＮＰＯ）

短期

4 多様な居場所づくり 

・ 子供たちが自由に活動できるスペースを

確保すると共に、必要に応じて支援・指

導する人材を確保し、健全育成を図る 

（空き地・スタジオ・スポーツのコート）

・ 学校や公民館などを子供たちの活動施設

として確保する        （市）     

短期

～  

中期

5 安全対策（重要）  

・ 通学路の安全を確保する（歩道の確保・ 

車の通行の制限・街燈の整備等）  

・地域住民によるパトロールの実施 （市）

短期

6 自然環境の整備・保全 

① 子供たちの豊かな感性を育むためにも、

生態系を身近に感じられる環境を整備・

保全する 

② 自然環境再生事業を実施する   （市）

短期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策名  

②  学校教育の充実・教育環境の

整備  
分科会名 

文化・教育分科会 

（学校教育グループ）

理   由  

学校教育の充実には学校が地域と共にあるという視点を欠くこ

とは出来ない。地域で子育てをするという基本理念のもと、学校

も地域と共に今まで以上に近い関係になることが、学校改革を促

進し、ひいては子供たち一人ひとりへのきめ細やかな対応につな

がる。 

 未来を担う子供たちの健やかな成長と、自主的な学習意欲を促

し、行政の立場でより一層のサポートを行う必要がある。 

現   状  

・学校は地域と共に歩む視点が十分ではないのではないか。 

・地域には学校教育に活用できる有能な人材が多くいる。 

・先進市と比較して市独自の改革が遅れている様に思われる。 

具体的な提言の内容  

No 事業名  詳細 (実施主体 ) 
実施

時期

1 
学校施設の地域で

の活用（重要）  

・空き教室を地域市民に開放  

・休日の体育施設・図書館等、施設の開放  

   （市 /市民）

短期

2 
地 域 人 材 の 活 用

（重要）  

・教育ボランティア制度（教員補助・部活等）

* 学区域の支援組織設置と人材登録 

* 学生の教育ボランティアの活用 

* 読み聞かせボランティアの充実 

・学校評議員制度の見直しと地域との連携 

 * 評議員の権限、役割及び人選を見直すこ

とにより、制度の機能化を図る 

・特殊学級・学級崩壊への支援の充実 

* ADHD・LD 児の対応スタッフの養成 

・国際化への対応  （市/市民） 

☆モデル地区を設けるのも、初期には有効か

短期

3 奨学金制度の充実  
・現在の奨学金制度を拡充し、より利用しや

すい制度に変更する       （市） 
短期
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4 

中学校学区域の自

由化及び中高一貫

教育の推進  

・部活動等の各学校の特色を活かす為、学区

を撤廃し自由に学校を選べる様にする  

・市立高校の中高一貫化を推進する    (市 )

短期

5 市立大学構想の充実 
・審議機関への市民参画と市民への情報公開

・同事業に対する市の体制強化    (市 )
短期

6 
学力向上に寄与す

る図書館  

・ 全市の読書活動に市立図書館及び地域の

支援と連携強化が必須   

* 双方の図書データをオンラインで結ぶ

（市/市民）

短期

7 学校給食の見直し  

・ 地産地消の促進を図る     

・自校式の採用（民間委託を含め提案） 

・食育を進める        (市/市民) 

中期

8 
教育研究所への市

民参画 

・積極的に研究委員会等への市民参画を進

め、研究調査内容の情報公開に努める（市）
短期

9 教育委員会の改革 
・教育委員会の機能化を図る事で教育の活性

化につなげる          （市長）
短期

10 ゆとり教育の見直し 

・土曜日の利用 

・ 総合学習の時間の充実を図る 

* 自ら考えさせる授業の実施 

* ボランティア活動を授業へ取り入れる 

・少人数学級制をさらに進める 

（学年による段階的な人数編成） 

・教師の「ゆとり」づくりを図る 

（市/市民）

短期

 
＊ 7 でいう食育とは、環境問題や社会システムなど食べ物を取り巻く環境、食事
のマナーなどを含め総合的に教え、世界の食料事情や農薬の問題、肥満やアレ
ルギー、地産地消などの問題を関連づけて考えられるような教育。 
 
＊ １０でいうゆとり教育の見直しには、「ゆとり」の名の下に授業数が減り、その
ことが学力低下の一因にもなっている現状認識がある。さらに、総合学習 
の時間がカルチャーセンター化し、児童生徒にとって単なる休憩時間のように
なっていることが多いとの認識から見直しが必要と考える。 
 

 


